
一橋論叢 第93巻 第3号　（40）

日
本
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
哲
学
の
導
入

　
　
　
－
ホ
ッ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本
（
一
）
－

　
〈
目
次
〉

ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本

　
　
種
言
　
『
主
櫨
論
』
刊
行
一
〇
〇
年

日
本
に
お
け
る
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
の
導
入

一
　
端
書

九八七六五四三＝
高
野
長
英
「
西
洋
学
師
ノ
説
」

西
周
「
開
題
門
」
、
「
百
學
連
環
」
ほ
か

中
村
正
直
「
西
學
一
斑
」

井
上
哲
次
郎
『
倫
理
新
説
』
　
〔
以
上
本
号
〕

西
村
茂
樹
「
西
國
道
徳
學
の
主
義
」
　
〔
以
下
五
月
号
〕

菅
了
法
『
倫
理
要
論
』

『
須
多
因
氏
講
義
筆
記
』

小
括

（
上
）

高
　
　
橋

ホ
ッ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本

橦
言
　
『
主
櫨
論
』
刊
行
一
〇
〇
年

眞
　
　
司

　
日
本
の
近
代
化
に
対
す
る
関
心
は
、
国
の
内
外
で
、
ま
す
ま
す

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
て
、
日
本
の
近
代
化
を
み
る
眼
は
、

　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

国
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
と
か
ら
の
そ
れ
と
は
自
ず

か
ら
別
箇
の
、
独
自
の
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
八
三
年
は
、
マ
ル
ク
ス
の
残
後
一
〇
〇
年
と

し
て
内
外
で
記
念
さ
れ
た
が
、
日
本
近
代
恩
想
史
の
上
で
は
、
明

治
十
六
年
七
月
、
文
部
省
よ
り
刊
行
さ
れ
た
嫉
鰯
摺
紺
『
主
櫨
論
』
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（41）　日本におけるホップズ哲学の導入（上）

（
文
部
省
編
輯
局
蔵
版
、
一
八
八
三
年
）
の
刊
行
一
〇
〇
年
に
当

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

た
る
。
こ
れ
を
好
機
会
に
、
わ
た
く
し
は
、
日
本
の
近
代
化
を
ホ

ヅ
ブ
ズ
哲
学
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
眺
望
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
従
来
か
ら
、
「
受
容
」
と
い
う
こ
と
ぱ
は
頻
繁
に
、
し
か
し
、

そ
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
に

使
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
題
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
受
容
に

関
す
る
諸
観
念
を
明
蜥
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
一
世
紀
を
こ
え
る
「
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本
」
の
か
か

わ
り
を
概
観
し
て
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
も
：
一
胃
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
わ
た
く
し
は
、
「
受
容
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
宏
義
と
狭
義

の
二
つ
の
用
法
を
区
別
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
生
産
様
式
・
生
活
様
式
・
思
考
様
式
等
々
に
つ
い
て
一
つ
の
ま

、
　
　
、
　
　
、

と
ま
り
（
単
位
）
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
一
文
化
が
、
他
の
文
化

と
避
遁
．
接
触
し
て
何
も
の
か
を
受
け
容
れ
る
と
き
、
こ
の
過
程

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
総
称
し
て
宏
義
の
受
容
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
た
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
、
一
文
化
が
そ
れ
よ
り
優
勢
な
他
の
文
化
に
伍
し
て
や
っ
て
ゆ

く
た
め
に
、
後
者
の
諸
様
式
・
諸
要
素
の
受
け
容
れ
を
余
儀
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
れ
る
と
き
、
こ
う
し
た
、
い
わ
ぱ
外
圧
に
よ
る
受
容
を
狭
義
の

受
容
と
呼
ぷ
。
こ
の
区
別
に
従
え
ぱ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

文
明
の
受
容
は
、
明
ら
か
に
狭
義
の
受
容
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
宏
義
・
狭
義
を
問
わ
ず
、
文
化
受
容
の
主
体
的
営
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
着
目
す
る
と
き
、
私
は
そ
れ
を
摂
取
と
呼
ぽ
う
と
思
う
。
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

し
て
、
文
化
接
触
の
最
初
期
に
お
け
る
受
容
を
導
入
ま
た
は
移
入

＾
3
〕

と
呼
ん
で
い
い
か
と
恩
う
。

　
従
来
の
受
容
史
研
究
に
お
い
て
は
、
「
受
容
の
軌
跡
を
あ
と
づ

　
　
＾
4
）

け
て
み
る
」
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
受
容
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
の

明
確
な
定
義
づ
け
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、
簡

単
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
ご
と
き
受
容
概
念
の
規
定
を
も
っ
て
出

発
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
つ
ぎ
に
、
「
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本
」
の
時
代
区
分
に
つ

い
て
、
私
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
分
を
立
て
る
。

　
第
一
期
自
由
民
権
運
動
期
と
そ
の
前
後

　
第
二
期
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
と
そ
の
後

　
第
三
期
戦
後
民
主
主
義
の
時
代

　
第
四
期
　
一
九
七
〇
年
代
以
降

　
本
稿
（
な
ら
び
に
続
稿
）
の
叙
述
は
、
右
の
時
代
区
分
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
、
正
確
に
そ
れ
と
対
応
す
る
も
の
で
な
い
。

と
い
う
の
も
、
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
自
身
の
ホ
ヅ
ブ
ズ

哲
挙
の
受
容
史
お
よ
ぴ
研
究
史
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
補
遺
と
総
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一橋論叢第93巻第3号（42）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

括
と
を
行
う
つ
も
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で

言
及
さ
れ
な
か
っ
た
文
献
等
を
む
し
ろ
重
点
的
に
論
述
し
、
あ
わ

せ
て
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
日
本
近
代
化
の
過

程
を
批
判
的
に
検
討
す
る
一
視
点
を
も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ぱ
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

（
1
）
　
筆
者
は
目
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
第
七
回
研
究
大
会
（
一
九
八
三

　
年
三
月
三
〇
日
、
京
都
大
挙
楽
友
会
館
）
に
お
い
て
、
『
主
構
論
』

　
刊
行
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
「
ホ
ソ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本
」
と
題

　
し
て
報
告
し
た
。
本
稿
は
当
日
の
報
告
と
報
告
資
料
を
も
と
に
書
き

　
お
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
o

（
2
）
　
伊
藤
博
文
は
、
犬
隈
璽
信
撰
『
開
國
五
十
年
史
』
に
寄
稿
し
て

　
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
た
。

　
　
〔
明
治
〕
元
年
誓
勅
発
布
の
当
時
よ
り
今
日
に
至
る
迄
、
我
天
皇

　
　
の
守
持
し
給
へ
る
終
始
一
貫
の
御
政
策
は
、
第
一
　
国
民
を
教
育

　
　
し
て
立
憲
国
の
必
要
に
応
ぜ
し
む
る
こ
と
、
第
二
　
国
民
を
し
て

　
　
近
代
文
明
の
精
輩
を
収
め
て
英
用
に
供
せ
し
む
る
こ
と
、
第
三

　
　
斯
く
し
て
国
家
の
窟
強
、
人
文
の
進
歩
を
図
り
、
世
界
最
強
の
文

　
　
明
国
と
伍
し
て
同
等
の
位
置
を
得
し
む
る
こ
と
、
に
あ
り
し
を
知

　
　
る
ぺ
き
な
り
。

　
　
（
『
開
國
五
十
年
史
』
上
巻
、
一
九
〇
七
年
、
二
一
五
：
二
ニ
ハ
ペ

　
　
ー
ジ
）

　
　
す
な
わ
ち
、
「
世
界
最
強
の
文
明
国
と
伍
し
て
同
等
の
位
置
を
得

　
し
む
る
」
た
め
に
、
国
民
教
育
と
近
代
文
明
1
－
西
洋
文
明
の
精
華
の

　
収
用
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
「
移
入
」
と
い
う
こ
と
ぱ
を
周
い
た
研
究
書
に
、
柳
田
泉
『
西

　
洋
文
学
の
移
入
』
（
蕃
秋
社
、
　
一
九
七
四
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
明

　
治
三
〇
年
ま
で
の
「
西
洋
文
学
の
移
入
」
を
年
代
順
に
た
ど
っ
た
も

　
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
高
柳
俊
一
編
『
受
容
の
軌
跡
　
　
西
欧
思
潮
と
近
代
日
本
』
南

　
窓
社
、
一
九
七
九
年
、
三
べ
ー
ジ
。

（
5
）
　
筆
者
に
と
っ
て
、
本
稿
は
『
日
本
の
近
代
化
と
ホ
ヅ
プ
ズ
哲

　
学
』
と
題
す
る
左
の
構
想
の
「
終
章
」
に
あ
た
る
。

　
序
章
「
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
に
お
け
る
近
代
人
お
よ
ぴ
近
代
国
家
の

　
　
像
」
（
『
長
崎
造
船
大
学
研
究
報
告
』
第
一
五
巻
一
号
、
一
九
七
四

　
　
年
）

　
第
一
部
　
日
本
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
哲
学
導
入
史
（
経
済
学
史
学
会

　
　
第
四
〇
回
全
国
大
会
報
告
、
一
九
七
六
年
一
一
月
六
目
）

　
　
第
一
章
「
明
治
初
期
目
本
に
お
け
る
ホ
ッ
プ
ズ
哲
学
」
（
粒
会
恩

　
　
　
想
史
学
会
編
集
『
社
会
恩
想
史
研
究
』
第
四
号
、
北
樹
出
版
、

　
　
　
一
九
八
O
年
）

　
　
第
二
章
「
沸
波
士
著
『
圭
櫨
諭
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
長
崎
総
合
科

　
　
　
挙
大
挙
紀
要
』
第
一
九
巻
、
一
九
七
八
年
）

　
第
二
都
　
九
鬼
隆
一
の
研
究

　
　
第
一
章
「
九
鬼
隆
一
」
（
福
澤
諭
吉
協
会
発
行
『
福
澤
論
吉
年
鑑
』

　
　
　
8
，
9
，
1
0
、
一
九
八
一
、
八
二
、
八
三
年
）

　
　
第
二
章
「
九
鬼
隆
一
に
お
け
る
人
閥
の
研
究
」
（
福
澤
諭
吉
協
会

　
　
　
第
三
二
回
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
講
演
、
一
九
八
三
年
一
一
月
一
九
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（43）　日本におけるホヅプズ哲挙の導入（上）

　
　
目
）

　
付
　
論
「
杉
山
波
津
子
」
（
『
福
澤
論
吉
年
鑑
』
1
1
、
一
九
八
四
年
）

第
三
部
　
日
本
に
お
け
る
ホ
ヅ
プ
ズ
哲
挙
研
究
史

　
第
一
章
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ホ
ソ
ブ
ズ
哲
学
受
容
の
歴
史
」

　
　
（
『
長
崎
造
船
大
学
研
究
報
告
』
第
一
六
巻
二
号
、
一
九
七
五
年
）

　
第
二
章
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
哲
学
研
究
史
」
（
田
中

　
　
浩
編
『
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
プ
ズ
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

　
　
四
年
。
太
田
可
夫
著
・
水
田
洋
編
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
哲
学
の
成

　
　
立
と
展
開
』
社
会
恩
想
社
、
改
訂
版
一
九
八
四
年
、
に
再
録
）

終
　
軍
「
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
と
近
代
日
本
」

日
本
に
お
け
る
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
の
導
入

端
書

　
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
内
乱
と
革
命
の
哲
学
者
ト
マ
ス
・
ホ
ッ

ブ
ズ
の
思
想
が
日
本
に
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
、
い

か
な
る
形
式
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
は
い
か

な
る
イ
メ
ジ
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
か
。
幕
末
・
明
治
の
資
料
を

博
捜
し
て
と
は
言
え
ぬ
ま
で
も
、
手
元
の
い
く
つ
か
の
資
料
に
あ

た
っ
て
、
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
明
和
八
年
三
月
四
旦
㎜
野
良
澤
杉
田
玄
白
中
川
淳
庵
諸
子
此
地

　
ニ
テ
刑
死
ノ
解
臓
セ
ラ
ル
ル
ヲ
観
テ
発
明
ス
ル
所
ア
リ
直
チ
ニ

　
和
蘭
解
剖
図
譜
ノ
翻
訳
二
着
手
シ
四
年
ノ
星
霜
ヲ
閲
シ
テ
遂
二

　
解
鵠
新
書
五
巻
ヲ
完
成
ス
実
ニ
コ
レ
我
国
西
洋
医
学
ノ
濫
鵤
ナ

　
リ

　
右
は
、
「
奨
進
医
会
」
が
一
九
二
二
年
、
観
臓
一
五
〇
年
を
記

念
し
て
、
東
京
南
千
住
、
小
塚
原
回
向
院
境
内
に
建
て
た
「
観
臓

　
　
　
　
　
　
＾
1
）

記
念
碑
」
の
碑
文
で
あ
る
。
「
千
住
骨
ケ
原
」
に
お
け
る
「
観
臓
」

と
『
解
鵠
新
書
』
五
巻
の
翻
訳
の
事
業
と
は
、
た
だ
に
「
我
国
西

洋
医
学
ノ
濫
鰯
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
こ
れ
が
西
洋
の
学
術
書
の

本
格
的
な
翻
訳
の
は
じ
め
で
、
こ
れ
か
ら
蘭
学
が
さ
か
ん
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

日
本
の
近
代
文
化
が
め
ぱ
え
る
き
つ
か
け
と
な
つ
た
」
（
緒
方
宮

雄
）
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。

　
和
暦
の
「
明
和
八
年
」
す
な
わ
ち
一
七
七
一
年
の
歴
史
的
「
観

臓
」
か
ら
後
述
す
る
西
周
「
開
題
門
」
（
一
八
七
〇
年
）
に
い
た

る
一
世
紀
の
間
に
、
蘭
学
者
そ
し
て
ひ
ろ
く
洋
学
者
た
ち
は
ホ
ッ

ブ
ズ
の
著
作
を
艦
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
幕
末
の
洋

学
は
、
そ
の
主
要
な
に
な
い
手
が
次
第
に
「
医
者
か
ら
下
級
武
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

に
」
移
行
し
て
い
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
の
傾
向
に
則
し

て
い
え
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
哲
挙
の
最
初
の
導
入
者
た
ち
は
、
「
医
者
」
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と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
下
級
武
士
」
出
身
の
洋
学
者
た
ち
で
あ
っ

た
と
推
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
が
、
蘭
方
医
た
ち
が
ホ
ヅ
ブ
ズ
の

哲
挙
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一

例
と
し
て
高
野
長
英
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
1
）
杉
囲
玄
自
著
・
緒
方
宮
雄
校
訂
『
蘭
学
事
始
』
岩
波
ク
ラ
シ
ヅ

　
　
ク
ス
、
　
一
九
八
三
年
、
　
一
八
三
ぺ
ー
ジ
に
収
録
。

　
（
2
）
　
「
蘭
挙
を
生
ん
だ
解
体
の
記
念
に
」
碑
文
（
一
九
五
九
年
建
立
）
、

　
　
『
蘭
学
事
始
』
解
説
、
一
八
四
～
一
八
五
ぺ
ー
ジ
。

　
（
3
）
　
遠
山
茂
樹
『
明
治
維
新
』
岩
波
書
店
、
改
版
一
九
七
二
年
、
二

　
　
九
五
ぺ
ー
ジ
。
中
山
茂
編
『
幕
末
の
洋
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
薔
房
、
一

　
　
九
八
四
年
、
参
照
。
な
お
、
澤
学
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
事
項
を

　
　
「
ほ
ぽ
網
羅
」
し
た
日
蘭
挙
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
（
雄
松
堂
、
　
一
九

　
　
八
四
年
）
が
出
た
。

　
　
　
一
一
高
野
長
英
「
西
洋
学
師
ノ
説
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

　
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
高
野
長
英
が
渡
辺
畢
山
、
小
関
三
英
ら
と

「
尚
歯
会
」
を
お
こ
し
て
西
洋
事
情
を
研
究
し
て
い
た
時
代
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

述
に
「
西
洋
挙
師
ノ
説
」
（
仮
題
、
『
聞
見
漫
録
　
第
一
』
所
収
、

天
保
乙
未
季
秋
念
八
、
一
八
三
五
年
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の

草
稿
は
、
長
英
じ
し
ん
の
こ
と
ぱ
で
記
す
な
ら
ぱ
、
「
西
洋
開
闘

以
来
」
の
「
学
師
ノ
興
廃
得
失
ヲ
論
ズ
ル
ノ
梗
概
」
で
あ
る
。
短

編
で
は
あ
る
が
、
い
き
い
き
と
し
た
西
洋
の
学
術
興
隆
史
で
、

「
四
行
ノ
論
」
の
．
こ
と
き
形
而
上
学
か
ら
「
二
三
フ
ー
ス
　
ー

ベ
ル
ニ
キ
ユ
ス
」
、
「
ガ
リ
ラ
ウ
ス
　
デ
　
ガ
リ
レ
ヲ
」
に
よ
る

「
実
測
真
理
」
、
「
実
学
ノ
真
理
」
に
到
達
す
る
人
類
の
知
的
進
歩

の
歴
史
を
簡
潔
に
叙
述
す
る
。
こ
の
小
論
に
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
国

ニ
テ
ハ
、
カ
ン
セ
リ
イ
ル
、
フ
ヲ
ン
ス
ニ
テ
ハ
ベ
ル
ラ
ム
ノ
隠
粛

　
　
（
3
）

バ
ツ
コ
」
、
「
ロ
ツ
ケ
」
、
「
ネ
ウ
ト
ン
」
と
い
う
一
七
世
紀
イ
ギ
リ

ス
の
哲
挙
者
へ
の
言
及
は
あ
る
が
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
ヘ
の
言
及
は
な
い
。

そ
れ
は
こ
の
簡
潔
な
挙
説
史
が
、
古
代
・
中
世
・
近
代
の
学
説
の

興
亡
を
「
窮
理
学
」
す
な
わ
ち
物
理
学
を
主
軸
と
し
て
価
値
判
断

を
下
し
な
が
ら
叙
述
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
　
本
節
で
取
扱
わ
れ
る
高
野
長
英
、
西
周
、
井
上
哲
次
郎
、
西
村

　
茂
樹
ら
の
生
涯
と
恩
想
に
つ
い
て
の
簡
便
な
参
考
書
に
、
朝
目
ジ
ャ

　
ー
ナ
ル
鰯
、
新
版
『
日
本
の
恩
想
家
』
三
冊
、
朝
圓
新
聞
社
、
一
九

　
七
五
年
、
が
あ
る
。

（
2
）
　
佐
藤
昌
介
校
注
『
峯
山
・
長
英
論
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八

　
年
、
一
九
〇
～
一
九
八
ぺ
ー
ジ
。

（
3
）
津
彗
o
ポ
霊
o
旨
一
■
o
邑
9
彗
8
＝
o
’
墨
『
昌
＜
o
昌
犀
昌

　
嘗
創
＜
ぎ
昌
鼻
望
。
≧
g
冨
■
が
こ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る

　
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
西
洋
挙
説
史
記
述
の
幼
弱
性
が
あ

　
ら
わ
れ
て
い
る
。
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三
　
西
周

「
開
題
門
」
、
「
百
學
連
環
」

ほ
か

　
ホ
ヅ
ブ
ズ
に
言
及
し
た
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
文
猷
は
、
今
日

ま
で
に
わ
た
く
し
の
見
出
し
え
た
限
り
で
は
、
西
周
の
「
開
魑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

門
」
（
「
明
治
三
年
〔
一
八
七
〇
〕
起
稿
」
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
■
　
　
9

　
「
開
題
門
」
冒
頭
で
、
西
は
「
東
土
謂
之
儒
、
西
洲
謂
之
斐
歯

ソ
ヒ
ー
〕

蘇
比
、
皆
明
天
遣
而
立
人
極
、
其
実
一
也
」
と
述
べ
、
東
洋
の
儒

挙
と
西
洋
の
哲
学
は
い
ず
れ
も
天
道
を
明
ら
か
に
し
て
人
極
を
立

て
る
も
の
で
あ
る
か
ら
実
質
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
虫
1

す
る
。
そ
う
し
て
、
「
若
夫
西
洲
、
世
不
乏
其
人
」
と
し
て
、
「
描

レ
　
5
　
　
一
ピ
貞
ゴ
ラ
ろ
　
　
　
　
＾
カ
ソ
↓
　
　
＾
へ
－
ゲ
ル
〕

列
氏
」
、
「
唄
太
件
羅
士
」
か
ら
「
韓
図
」
、
「
偉
牙
爾
」
ま
で
の
哲

挙
者
を
列
挙
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
哲
学
者
は
「
西
洲
」
の
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
べ
ー
コ
ソ
〕
　
　
　
　
＾
デ
カ
ー
－
〕

者
の
こ
の
系
譜
の
う
ち
に
、
「
馬
孔
」
、
「
轍
輌
杜
」
と
な
ら
ん
で

＾
ホ
ツ
チ
う

「
慕
駅
突
」
と
表
記
さ
れ
て
登
場
す
る
。
西
周
「
開
題
門
」
は
、

文
字
通
り
、
題
目
を
提
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学

の
内
容
へ
の
言
及
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
開
題
門
」
が
起
稿
さ
れ
た
同
じ
年
に
小
私

塾
「
育
英
舎
」
（
明
3
・
n
創
立
）
に
お
い
て
講
ぜ
ら
れ
た
、
百

科
全
書
的
な
「
百
學
連
環
」
で
は
、
「
西
洲
哲
挙
」
の
発
達
史
を

述
べ
た
個
所
（
第
二
編
中
）
に
、
つ
ぎ
の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

英
学
に
て
は
婁
げ
①
ム
誰
な
る
人
あ
り
。
英
国
第
一
の
哲

　
学
者
な
り
。
其
著
す
所
の
書
葭
自
昌
竃
オ
算
旨
o
（
人
生
説
）

　
あ
り
。
其
説
に
人
性
は
悪
な
る
も
の
に
て
、
天
地
の
道
は
総
て

　
悪
に
あ
ら
さ
る
は
な
く
、
み
な
戦
ひ
の
形
ち
を
な
せ
り
。
故
に

　
人
性
も
都
て
悪
に
し
て
亙
に
相
敵
す
る
も
の
な
り
。
そ
れ
故
に

　
政
府
た
る
も
の
は
な
か
る
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
と
い
へ
り
。

　
ま
た
西
洲
の
政
府
の
如
き
よ
り
も
、
東
洲
、
亜
紬
亜
の
如
き
君

　
臣
の
別
あ
る
政
府
を
以
で
好
し
と
言
へ
り
。

　
（
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
金
集
』
第
四
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九

　
　
八
一
年
、
一
七
八
ぺ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
書
癖
に
よ
る
仮
名
づ

　
　
か
い
の
乱
れ
は
統
一
し
た
。
）

　
右
引
用
の
さ
い
ご
の
一
句
「
ま
た
西
洲
の
政
府
の
如
き
よ
り
も
、

東
洲
、
亜
紬
亜
の
如
き
碧
臣
の
別
あ
る
政
府
を
以
て
好
し
圭
言
へ

り
」
と
は
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
に
仮
借
し
た
西
周
の
所
感
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
、
『
法
の
原
理
』
寅
耐
§
§
茸
ミ
ト
s
§
≧
ミ
ミ
s
こ
s
軋
争
§
“
o
。

と
し
て
知
ら
れ
る
ホ
ツ
プ
ズ
の
著
作
の
第
一
部
『
人
性
論
』
串
ミ
・

§
§
≧
ミ
ミ
雨
・
へ
の
論
及
が
あ
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
思
想
は
い
わ
ゆ

る
性
悪
説
と
し
て
把
握
さ
れ
、
「
人
性
」
は
「
都
て
悪
」
で
あ
る

か
ら
、
人
々
は
「
互
に
相
敵
す
る
も
の
」
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て

こ
こ
に
「
攻
府
た
る
も
の
は
な
か
る
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
」
と
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い
う
論
旨
が
、
一
筆
書
き
で
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

　
西
周
の
、
生
前
は
未
刊
に
お
わ
っ
た
「
生
性
蟹
羅
」
（
「
癸
酉

〔
一
八
七
三
〕
一
月
一
日
ヨ
リ
創
業
、
六
月
三
日
二
至
リ
校
含
了

ル
」
）
に
お
い
て
も
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
へ
の
言
及
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
か
o
直

　
「
生
性
謹
籍
」
は
全
二
篇
よ
り
成
る
。
第
一
篇
は
「
源
二
折
リ

宗
ヲ
開
ク
」
と
題
し
て
、
「
欧
羅
巴
ノ
哲
学
ノ
、
流
伝
ノ
梗
概
」

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ホ
ヅ
プ
ズ
ヘ
の

言
及
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
西
周
は
、
「
古
ヘ
ノ

希
樹
国
ノ
諸
賢
哲
」
か
ら
「
彼
レ
ノ
紀
元
千
五
百
年
代
」
に
お
け

ギ
コ
ソ
ヤ

る
「
新
哲
学
」
の
勃
興
を
経
て
、
「
淘
ノ
壊
胡
斯
、
坤
度
カ
実
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
ウ
ゴ
ス
汁
　
　
　
目
　
ソ
　
｝
　
　
　
ポ
ツ
チ
ヒ

学
」
の
成
立
ま
で
を
概
説
し
た
さ
い
、
つ
ぎ
の
一
節
を
書
き
と
ど

メ
ムめ

た
。

　
サ
ル
ヲ
、
英
ニ
テ
ハ
、
蒲
伯
斯
、
樹
可
、
飼
調
ノ
三
大
家
ノ
説
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ベ
　
ス
　
　
ロ
ツ
ク
　
　
ヒ
ュ
ム

　
大
率
人
智
ヲ
以
テ
、
五
官
ノ
感
覚
ヨ
リ
生
ス
ル
者
ト
シ
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
セ
イ
ン
ウ
ソ

　
ニ
モ
醐
可
ノ
説
二
、
人
ノ
性
ハ
猶
白
紙
ノ
如
シ
、
後
来
生
ス
ル

　
　
　
ロ
　
ツ
　
ク

　
観
念
ハ
、
猶
白
紙
上
二
書
ス
ル
万
種
ノ
文
字
ノ
如
シ
ト
、
云

　
々

　
（
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九
六
〇
年
、
三
二
ぺ

　
ー
ジ
。
傍
線
・
左
傍
ル
ビ
原
文
の
ま
ま
。
以
下
同
様
）

　
　
　
　
　
ホ
　
ベ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
セ
イ

　
西
周
は
「
蒲
伯
斯
」
を
も
っ
て
、
「
人
智
ヲ
以
テ
、
五
官
ノ
感

ウ
ウ
ソ

覚
ヨ
リ
生
ス
ル
者
」
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
哲
学
「
三
大
家
」

　
　
　
　
　
回
　
ツ
　
ク
　
　
　
　
　
ヒ
　
ュ
　
ム

の
筆
頭
に
、
「
藤
可
」
、
「
虎
譲
」
の
先
行
者
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
「
生
性
蟹
組
」
第
二
篇
は
「
坤
度
氏
ノ
生
髄
學
」
と
題
す
る
が
、

実
質
的
に
は
「
列
徴
斯
」
著
「
坤
度
氏
物
理
哲
學
ト
題
セ
ル
書
」

　
　
　
　
　
　
レ
　
ヰ
　
ス

す
な
わ
ち
、
Ω
8
H
o
貝
①
｝
竃
q
■
①
峯
鶉
一
由
ざ
軸
、
s
も
ミ
§
“
串
宣
o
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

ミ
、
ぎ
“
富
喜
ミ
、
－
O
。
む
■
の
「
柳
力
冊
略
ヲ
加
」
え
た
訳
述
で
あ

る
。
そ
の
ま
え
が
き
に
あ
た
る
都
分
で
、
西
周
は
、
「
法
家
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
8
ソ
ヒ
ー
φ
’
ド
ロ
フ

ト
云
フ
、
一
種
ノ
学
」
の
祖
と
し
て
「
姑
魯
秋
斯
」
に
触
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
旦
シ
ウ
ヌ

「
法
家
哲
学
」
に
註
記
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
誌
す
。

　
姑
魯
秋
新
ノ
後
、
性
法
ヲ
論
ス
ル
者
許
多
ア
リ
、
蒲
伯
新
、

　
璃
葛
、
俄
拉
布
等
ノ
如
キ
是
ナ
リ

　
〔
ラ
イ
’
フ
一
一
ツ
〕
　
，
ル
フ

　
（
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
六
六
べ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
ベ
　
　
ス

　
こ
の
文
脈
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
哲
学
者
「
蒲
伯
斯
」
は
「
性
法

ヲ
論
」
じ
た
「
法
家
哲
学
」
者
の
ひ
と
り
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
「
明
治
初
年
の
怒
溝
時
代
に
、
哲
挙
研
究
の
燈
火
を
掲
げ
て
ゐ

＾
4
〕

た
」
西
周
は
、
か
れ
の
「
開
題
門
」
、
「
百
學
連
環
」
、
「
生
性
護

蕊
」
に
お
い
て
、
ホ
ヅ
ブ
ズ
哲
学
に
論
及
し
た
が
、
そ
れ
は
ホ
ッ

ブ
ズ
の
著
作
を
直
接
に
艦
い
た
上
で
の
論
及
で
は
な
く
て
、
「
生
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性
毅
艦
L
の
ぱ
あ
い
に
明
記
さ
れ
て
い
た
、
こ
と
く
、
西
洋
一
九
世

　
　
　
　
　
　
タ
ネ

紀
の
思
想
史
を
種
本
と
し
て
の
論
及
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
西

周
が
ホ
ヅ
ブ
ズ
に
論
及
し
た
文
脈
は
、
一
、
西
洋
哲
学
史
、
二
、

認
識
論
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
、
三
、
自
然
法
思
想
、
と
い

う
三
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九
六

　
　
〇
年
、
一
九
～
二
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
尼
し
　
＾
，
拍

　
（
2
）
　
西
　
周
「
生
性
顎
麗
」
が
は
じ
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
麻
生

　
　
義
輝
編
『
西
周
哲
学
著
作
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）
に
お

　
　
い
て
で
あ
っ
た
。
今
圓
で
は
、
犬
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
築
』
第
一

　
　
巻
に
収
録
さ
れ
、
容
易
に
参
着
で
き
る
。

　
（
3
）
　
『
西
周
全
集
』
第
一
巻
、
六
七
ぺ
ー
ジ
。

　
（
4
）
　
麻
生
義
輝
『
近
世
目
本
哲
挙
史
』
近
藤
薔
店
、
一
九
四
二
年
、

　
　
覆
刻
、
宗
高
書
房
、
一
九
七
四
年
、
二
二
七
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
四
　
中
村
正
直
「
西
學
一
斑
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）

　
敬
宇
中
村
正
直
は
、
「
明
治
の
聖
誓
」
と
よ
ぱ
れ
た
、
S
・
ス

マ
イ
ル
ズ
の
9
、
串
㎞
雪
畠
筆
の
翻
訳
『
西
國
立
志
編
』
（
一

八
七
一
年
）
、
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
の
古
典
、
J
・
S
・

、
ミ
ル
の
o
ミ
ト
き
ミ
§
－
o
．
s
。
の
翻
訳
『
自
由
之
理
』
（
一
八
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

二
年
）
の
訳
者
と
し
て
名
高
い
。
か
れ
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
夏
、
帰
朝
し
た
森
有
稽
が
「
彼
国
〔
米
国
〕
の
学
者
の
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

互
に
学
社
を
縞
ぴ
、
集
会
講
究
せ
ん
こ
と
を
望
」
ん
で
「
都
下
の

　
？
〕

名
家
」
を
糾
合
し
て
設
立
し
た
「
明
六
社
」
に
「
西
村
茂
樹
の
推

＾
5
）

薦
」
で
参
加
し
た
。

　
中
村
正
直
が
『
明
六
雑
誌
』
に
寄
稿
し
た
五
編
の
論
稿
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

「
西
學
一
錐
」
は
「
敬
字
の
洋
学
の
学
識
を
み
る
べ
き
大
作
」
と

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
中
村
正
直
の
書
き
お
ろ
し
の
著
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

で
は
な
く
、
む
し
ろ
西
洋
思
想
史
の
簡
単
な
翻
訳
で
あ
る
。
し
か

し
、
あ
え
て
翻
訳
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
自
由
な
意
訳
で
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
あ
え
て
翻
訳
と
は
銘
打
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
点
で
、
「
西
學
一
斑
」
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
高
野
長
英

「
西
洋
学
師
ノ
説
」
の
自
由
な
訳
述
の
伝
統
に
つ
ら
な
る
も
の
で

あ
る
。

　
中
村
正
直
「
西
學
一
斑
」
の
最
終
回
（
『
明
六
雑
誌
』
第
三
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ツ
ピ
　
ス

号
、
一
八
七
五
年
）
は
、
わ
れ
わ
れ
の
哲
学
者
「
覆
畢
士
」
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
記
す
。

電
日
ク
人
一
誰
一
隈
ラ
ス
本
性
一
同
等
鴻
劫
ナ
ル
モ
ノ

　
ナ
リ
而
ノ
統
治
ノ
君
ア
ラ
サ
ル
以
前
ハ
民
人
ヒ
ト
シ
ク
皆
天
下

　
ノ
貨
物
ヲ
分
取
リ
享
用
ス
ル
ノ
権
ア
リ
L
且
ツ
人
ハ
誰
二
隈
ラ

　
ズ
独
立
シ
テ
自
ラ
私
ク
シ
ス
ル
ノ
性
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ソ
ノ
人
ト
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ヤ
ム

交
ハ
リ
移
伴
ヲ
結
プ
ハ
便
利
ノ
為
ニ
ス
ル
て
ニ
テ
巳
ヲ
得
サ
ル

ニ
出
ル
ナ
リ
蓋
シ
人
皆
同
等
ニ
シ
テ
各
独
立
ノ
心
ア
ル
モ
ノ
ナ

レ
ハ
勢
必
ズ
争
闘
常
二
起
リ
テ
巳
ム
時
ナ
カ
ル
ペ
シ
ソ
ノ
侍
ン

テ
安
金
ヲ
図
ル
ト
コ
ロ
モ
ノ
ハ
一
己
ノ
智
一
己
ノ
カ
ニ
過
ザ
ル

ノ
ミ
ア
ニ
危
カ
ラ
ズ
ヤ
L

霧
氏
ソ
サ
イ
テ
イ
衆
人
結
社
ノ
濫
鶴
ヲ
説
ン
ト
シ
テ
：
・
…
霧
氏

目
人
ノ
自
然
二
任
ス
ル
ト
キ
ハ
勢
必
ス
争
闘
二
至
ル
て
ナ
レ
バ

一
法
ヲ
設
テ
和
平
保
全
ヲ
謀
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
カ
セ
ン
ト
欲

セ
ン
ニ
ハ
各
人
固
有
ノ
権
ヲ
譲
リ
去
リ
テ
衆
人
モ
ロ
ト
モ
ニ
安

全
保
護
ノ
利
ヲ
受
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ベ
キ
ナ
リ
L
シ
カ
ル

故
二
一
人
ヲ
立
テ
主
ト
シ
コ
レ
ニ
与
フ
ル
ニ
人
々
自
然
二
得
ベ

キ
ノ
権
ヲ
以
テ
シ
テ
始
テ
邦
国
ノ
称
ア
リ
即
チ
国
中
ノ
人
衆
タ

。
・
一
人
ト
成
リ
テ
コ
ノ
一
人
ニ
ヨ
リ
テ
衆
人
ノ
志
ヲ
一
ニ
シ
衆

人
ノ
カ
ヲ
合
セ
テ
衆
人
保
謹
ノ
事
ヲ
行
フ
■
ナ
リ
L

シ
カ
ル
上
ハ
邦
国
統
治
ノ
権
ハ
後
二
造
ン
テ
始
メ
托
付
シ
タ
ル

君
主
ヨ
リ
取
反
ヘ
ス
「
能
ハ
サ
ル
ベ
シ
」
タ
ト
ヒ
政
事
宜
シ
カ

ラ
ズ
ト
モ
ソ
ノ
君
主
ヲ
罰
ス
ル
「
能
ハ
ザ
ル
ベ
シ
」

（
『
明
六
雑
誌
』
第
三
九
号
、
八
～
九
丁
。
大
久
保
利
謙
編
『
明

治
啓
蒙
思
想
集
』
二
九
九
ぺ
ー
ジ
。
『
明
治
文
化
全
集
』
第
五

巻
「
雑
誌
篇
」
二
四
六
ぺ
ー
ジ
。
引
用
は
覆
刻
版
、
立
体
社
、

　
一
九
七
六
年
、
に
よ
る
。
）

　
人
間
本
性
の
「
同
等
」
「
独
立
」
か
ら
「
争
闘
」
が
必
然
的
に

生
起
す
る
こ
と
、
そ
う
し
て
、
そ
の
「
争
闘
」
を
脱
却
し
て
「
和

平
保
全
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
「
一
法
ヲ
設
」
け
る
の
で
な
け

れ
ぱ
な
ら
ぬ
、
そ
の
「
一
法
」
と
は
「
一
人
」
を
立
て
て
「
主
」

す
な
わ
ち
主
権
者
と
な
し
、
か
れ
に
「
各
人
固
有
ノ
権
」
な
い
し

「
人
々
自
然
二
得
ベ
キ
ノ
権
」
（
自
然
権
）
を
「
譲
リ
去
リ
」
、
こ

こ
に
は
じ
め
て
「
国
中
ノ
人
衆
タ
“
一
人
ト
成
リ
テ
コ
ノ
一
人
ニ

ヨ
リ
テ
衆
人
ノ
志
ヲ
一
ニ
シ
衆
人
ノ
カ
ヲ
合
セ
テ
衆
人
保
謹
ノ
事

ヲ
行
フ
「
」
が
可
能
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
邦
国
」
の
成
立
で
あ

る
。
そ
う
し
て
、
い
っ
た
ん
「
托
付
」
し
た
「
邦
国
統
治
ノ
権
」

は
取
戻
す
こ
と
は
で
き
ず
、
た
と
い
政
治
が
よ
く
な
く
て
も
君
主

を
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
其
説
ノ
大
要
ハ
邦
国
ノ
権
ヲ
碧

主
二
帰
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
「
西
學

一
錐
」
に
お
い
て
、
中
村
正
直
は
、
ホ
ソ
ブ
ズ
の
人
間
論
か
ら
国

家
論
へ
の
論
理
の
運
ぴ
を
、
右
の
よ
う
に
素
描
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
巧
み
な
レ
ト
リ
ヅ
ク
を
用
い
て
述
べ
た
の
が
つ
ぎ
の
一
文
で

あ
る
。

　
雇
氏
マ
タ
溝
主
独
リ
権
柄
ヲ
主
ド
ル
ベ
キ
■
ヲ
論
ジ
テ
恩
ヘ
ラ

　
ク
人
ハ
猛
獣
ノ
馴
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
カ
如
シ
国
政
ハ
鍵
索
ノ
如
シ
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（49）　目本におけるホッブズ哲挙の導入（上）

　
即
チ
ソ
ノ
残
害
ヲ
防
ク
所
以
ノ
具
ナ
リ
　
　
　
　
（
同
、
九
丁
）

　
　
　
　
ド
’
ス
テ
イ
ケ
イ
｝

　
人
間
は
馴
　
　
化
で
き
な
い
「
猛
獣
」
な
の
だ
、
だ
か
ら
「
国

政
」
と
い
う
の
は
、
猛
獣
が
互
に
「
残
害
」
し
合
う
の
を
防
ぐ

　
ク
サ
エ

「
鍵
索
」
な
の
だ
、
「
邦
国
統
治
ノ
権
」
は
「
君
主
独
リ
」
つ
か
さ

ど
る
べ
き
も
の
で
あ
ρ
て
、
「
国
中
ノ
人
衆
」
国
民
は
こ
れ
を
「
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ツ
ピ
　
ス

反
ヘ
ス
■
」
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
雷
畢
士
」
の
説
は

「
偏
頗
」
と
評
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
劉
到
ノ
論
」
が

「
一
時
英
国
ヲ
傾
動
」
せ
し
め
た
理
由
を
訳
述
者
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
記
す
。

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
〒

　
霧
氏
ノ
論
偏
頗
ナ
リ
ト
イ
ヘ
臣
］
ノ
時
英
主
査
爾
斯
第
二
世
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ー
ル
ス

　
ニ
法
国
二
走
リ
人
民
ミ
ナ
君
主
ノ
権
ヲ
厭
ヒ
飯
乱
ノ
心
ヲ
懐
キ

　
邦
内
安
カ
ラ
サ
リ
シ
故
二
霧
氏
ノ
説
ヲ
信
ス
ル
モ
ノ
亦
多
ク
出

　
来
テ
其
名
大
二
世
二
顕
ハ
レ
居
然
ト
シ
テ
理
学
ノ
名
家
二
列
セ

　
ラ
レ
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
九
丁
）

　
右
に
一
督
し
た
中
村
正
直
「
西
學
一
錐
」
に
お
け
る
ホ
ヅ
ブ
ズ

哲
学
の
取
扱
い
は
、
人
性
論
か
ら
自
然
状
態
に
お
け
る
「
争
闘
」

の
生
起
、
自
然
権
の
譲
渡
な
い
し
「
托
付
」
に
よ
る
主
権
者
の
設

立
と
「
邦
国
」
の
成
立
を
略
述
し
、
終
に
は
「
園
珂
ノ
論
」
の
思

想
史
上
の
位
置
に
ま
で
言
い
及
ぷ
。
も
と
よ
り
、
中
村
正
直
が
明

治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
時
点
で
、
こ
の
生
彩
あ
る
ホ
ヅ
プ
ズ
認

識
に
自
カ
で
到
達
し
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
「
西
學
一
斑
」
は

す
で
に
述
ぺ
た
と
お
り
、
一
九
世
紀
中
葉
に
著
わ
さ
れ
た
と
推
定

　
　
＾
8
）

さ
れ
る
西
洋
思
想
史
の
自
由
な
訳
述
な
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
柳
田
泉
『
西
洋
文
挙
の
移
入
』
四
二
ぺ
ー
ジ
。

（
2
）
　
中
村
正
直
に
よ
る
こ
れ
ら
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
松
沢
弘
陽

　
「
『
西
国
立
志
編
』
と
『
自
由
之
理
』
の
世
界
－
幕
末
儒
学
・
ピ
ク

　
ト
リ
ア
朝
急
進
主
義
・
「
文
明
開
化
」
－
L
（
目
本
政
治
挙
会
編

　
『
圓
本
に
お
け
る
西
欧
政
治
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
所
収
）

　
が
委
曲
を
つ
く
し
て
い
る
。

（
3
）
　
西
村
茂
樹
「
往
事
録
」
、
『
西
村
茂
樹
金
集
』
第
三
巻
、
思
文
閣
、

　
一
九
七
六
年
、
六
二
一
ぺ
ー
ジ
。

（
4
）
　
右
に
同
じ
。

（
5
）
　
大
久
保
利
謙
編
『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
（
明
治
文
学
全
集
3
）

　
筑
摩
薔
房
、
一
九
六
七
年
、
「
解
魑
」
四
四
九
ぺ
ー
ジ
。

（
6
）
　
右
に
同
じ
。

（
7
）
　
「
西
學
一
斑
」
が
翻
訳
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
中
に
「
無
所
争

　
子
臼
ク
」
と
か
「
訳
考
日
ク
」
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
「
リ
ベ
ル
テ

　
イ
」
に
つ
い
て
、
評
謹
・
解
説
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
如
実
に
あ

　
ら
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
中
村
正
直
は
「
無
所
争
齋
」
と
も
号
し

　
た
。

（
8
）
　
「
西
學
一
斑
」
の
原
著
が
一
九
世
紀
な
か
ぱ
の
著
述
と
推
定
で

　
き
る
根
拠
は
、
つ
ぎ
の
一
文
で
あ
る
。
「
第
十
八
回
百
年
ノ
間
人
道

　
学
政
事
学
ノ
名
家
相
継
テ
コ
ノ
説
〔
霧
氏
ノ
説
〕
ヲ
駁
シ
タ
リ
シ
ガ
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今
時
二
於
テ
モ
新
板
ノ
書
治
道
ヲ
論
ズ
ル
モ
ノ
大
低
震
氏
ノ
学
派
ヲ

譲
レ
リ
L
云
々
。
『
明
六
雑
誌
』
第
三
九
号
、
八
丁
。

五
　
井
上
哲
次
郎
『
倫
理
新
説
』

　
巽
軒
井
上
哲
次
郎
の
『
倫
理
新
説
』
（
一
八
八
三
年
）
は
、
も

と
「
倫
理
ノ
大
本
」
と
題
す
る
、
東
京
大
学
に
お
け
る
「
演
述
」

で
あ
っ
た
。
小
著
な
が
ら
、
「
今
猶
少
壮
」
と
称
す
る
著
者
の
「
心

霜
カ
ニ
哲
学
士
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
」
る
気
概
の
こ
も
っ
た
意
欲
的
な

著
作
で
あ
る
。

　
井
上
哲
次
郎
は
、
「
凡
百
ノ
俗
窮
ヲ
離
レ
、
公
平
ノ
限
ヲ
以
テ
、

再
ビ
古
来
ノ
倫
理
教
ヲ
討
尋
」
し
た
『
倫
理
新
説
』
の
緒
言
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

い
て
、
「
何
ヲ
カ
道
徳
ノ
基
班
ト
ナ
ス
ベ
キ
ヤ
」
を
問
う
。

　
或
ハ
神
意
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、
基
督
教
徒
ノ
如
キ
、
是
レ
ナ
リ
。

　
或
ハ
君
意
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、
ホ
ブ
ス
氏
ノ
如
キ
是
レ
ナ
リ
。
或

　
ハ
理
性
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、
コ
ド
ウ
ヲ
ル
ス
、
ク
ラ
ー
ク
、
プ
ラ

　
刻
諸
氏
ノ
如
キ
、
是
レ
ナ
リ
。
或
ハ
道
念
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、

　
シ
ヤ
フ
ツ
ボ
リ
ー
、
ホ
ッ
チ
ソ
ン
諸
氏
ノ
如
キ
、
是
レ
ナ
リ
。

　
或
ハ
自
利
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、
マ
ン
デ
ウ
ヰ
ル
氏
ノ
如
キ
、
是
レ

　
ナ
リ
。
或
ハ
功
利
ヲ
取
ル
者
ア
リ
、
ベ
イ
ン
、
、
ミ
ル
諸
氏
ノ
如

　
キ
、
是
レ
ナ
リ
。
而
ル
ニ
比
篇
ハ
化
酵
主
義
二
本
ヅ
キ
、
化
醇

　
ノ
紀
律
二
遵
ヒ
、
完
全
ノ
域
二
達
ス
ル
ヲ
以
テ
道
徳
ノ
基
坦
ト

　
ス
。

　
（
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
三
巻
「
思
想
篇
」
、
四
一
四
ぺ
ー
ジ
）

　
こ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
留
学
以
前
の
井
上
哲
次
郎
が
い
か
な
る
倫

理
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
も
ま
た
自
ず
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
る
。

井
上
の
立
つ
「
化
醇
主
義
」
と
は
、
「
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
、
ス
ペ
ン
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

ノ
諸
氏
ハ
、
化
醇
論
二
本
ヅ
イ
テ
一
種
ノ
功
利
教
ヲ
唱
フ
」
と
あ

る
に
よ
っ
て
、
社
会
進
化
論
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
に
つ
い
て
、
井
上
哲
次
郎
は
、
「
倫
理
ノ
大
本
ヲ
講

究
」
し
た
本
文
に
お
い
て
、
「
ホ
ブ
ス
氏
大
二
主
我
教
ヲ
唱
へ
、

万
事
皆
主
我
心
ヨ
リ
起
ル
ト
シ
」
云
々
と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
ホ

ヅ
ブ
ズ
は
「
主
我
教
」
、
「
イ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
唱
え
た
も
の
と
し
て

い
る
。
他
方
、
「
橦
言
」
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
見
た
と
お
り
、

井
上
は
ホ
ヅ
ブ
ズ
を
も
っ
て
「
遣
徳
ノ
基
坦
」
と
し
て
「
君
意
ヲ

取
ル
者
」
の
代
表
と
し
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
間
の
論
理
に
つ
い

て
は
一
片
の
論
評
も
な
い
。
そ
れ
は
著
者
井
上
哲
次
郎
が
自
ら
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ろ

遜
し
て
い
う
、
こ
と
く
「
頑
鈍
椎
魯
、
固
ヨ
リ
昭
代
〔
ノ
〕
棄
材
」

だ
か
ら
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
本
書
が
「
方
今
ノ
化
醇
論
」
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

進
化
論
に
拠
り
つ
つ
、
古
今
東
西
の
「
倫
理
教
」
を
系
統
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

「
倫
理
ノ
大
本
」
を
「
討
尋
」
し
た
野
心
的
な
試
論
だ
っ
た
か
ら
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で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
こ
こ
で
、
「
道
徳
ノ
基
坦
ト
ハ
、
善
悪
ノ
標
準
ヲ
謂
フ
」
。
『
明

　
　
治
文
化
全
集
』
第
二
三
巻
「
思
想
篇
」
四
一
七
ぺ
ー
ジ
。

（（32
））
同同
書書

四
一
八
ぺ
－
ジ
。

四
一
六
ぺ
ー
ジ
、

「
倫
理
教
派
之
図
」
参
照
。

　
（
長
崎
総
合
科
学
犬
学
助
教
授
）

（51）　日本におけるホップズ哲学の導入（上）

357




